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第 122号

平成30年 4月 1日 奥都城春季大祭

平
成
３０
年

猛
暑
、
酷
暑
の
８
月
が
過
ぎ
て
、
少
し
は
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。

１１
月
に
は
、
久
し
ぶ
り
の
敬
老
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん

の
方
々
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

さ
て
、
左
記
の
と
お
り
秋
季
大
祭
を
行

い
ま
す
の
で
、
ご
案
内

い
た
し
ま

す
。

一
、
と
こ
ろ
　
与
洲
奥
都
城
前
広
場

お
神
酒
を
用
意
し
て
お
り
ま
す

『飲
酒
運
転
』
は
く
れ
ぐ
れ
も
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す

レ
」
　

ｔ
ご

ヽ_

９
月
１６
日

（日
）
午
前
１０
時
～
１２
時

注
意
事
項

―

´ い

口
＝
□



2018年 (平成30年 )9月 10日   与 論 会 だ よ り 第122号 (2)

一敬
老
会
の
ご
案
内
一

敬
老
者
無
料
ご
招
待

ホ
テ
ル
ニ
ューガ
イ
英
奮
ガ
ーデ
ン

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
か
ね
て
よ
り
与
論
会
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
与
論
島
を
明
治
３２
年
２
月
に
旅
た
ち
１
１
９
年
、
口
之
津
よ
り
三

池
に
渡
り
１
０
９
年
の
歳
月
が
経
過
し
、
当
時
を
知
る
先
人
の
方
々
も
い
な

く
な
り
、
二
世
、
三
世
、
四
世
の
世
代
に
な
り
、
当
時
の
状
況
も
苦
労
も
直

接
聞
く
こ
と
が
で
き
ず
さ
み
し
い
思
い
で
あ
り
ま
す
。
節
目
の
折
に
は
記
念

式
典
を
行
な
い
苦
労
を
接
し
た
皆
さ
ま
と
も
ど
も
盛
大
に
祝
い
語
り
合
い
ま

し
た
が
次
は
１
２
０
～
１
３
０
年
を
節
目
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
大
正

。
昭
和

・
平
成
と
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
皆
様
に
敬
意
を
表
し

記
念
品
を
送
ろ
う
で
は
な
い
か
と
役
員
の
方
々
よ
り
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
名
簿
作
成
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
に
は
先
の

与
論
会
だ
よ
り
で
家
族
構
成
名
簿
を
添
付
し
提
出
を
願

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
思

っ
た
ほ
ど
の
回
収
が
な
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
先
送

り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
２０
年
１０
月
２６
日
に
自
鷺
荘
別
館

（玉
名
）
に
お
い
て
敬
老

会
を
行

っ
て
早
１０
年
に
な
り
ま
す
。
節
目
の
年
に
皆
様
を
お
祝
い
す
る
た
め

に
も
、
敬
老
会
を
開
催
し
敬
老
者
の
皆
様
を
無
料
ご
招
待
し
て
感
謝
申
し
上

げ
た
い
と
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

「従
来
は
６５
歳
以
上
の
方
々
が
敬
老
対
象
者
で
す
が
、
予
定
数
不
明
で
予

算
の
制
約
も
あ
り
、
今
回
は
健
康
保
険
の
１
割
負
担
者

（昭
和
１８
年
度
生
ま

れ
以
前
）
を
対
象
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
了
承
を
お
願
い
し

ま
す
。
」

本
来
な
ら
ば
各
自
宛
に
招
待
状
を
送
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
先
の
都
合
に
よ
り
こ
こ
で
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

コ
Ｌ

二
〓
ロ

平
成
３０
年
１１
月
Ｈ
日
　
午
後
１
時
開
始

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ガ
イ
ヤ
大
牟
田
ガ
ー
デ
ン

敬

老

者
　
無
料

（７５
歳
以
上
）

大
　
　
人
　
３
０
０
０
円

（高
校
生
含
む
）

小
中
学
生
　
２
０
０
０
円

（園
児
含
む
）

園
児

・
小
中
学
生
向
け
の
食
事
は

円
卓
別
テ
ー
ブ
ル
と
な
り
ま
す

幼
　
　
児
　
無
料

準
備
の
都
合
上
９
月
３０
日
で
締
め
切
り
ま
す

添
付
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
金
額
を
添
え

て
地
区
長
さ
ん

ま
で
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
後
日
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

申
込
み
以
降
は
変
更
に
関
し
て
は
受
け
ま
す
が
、
返
金
は

「事
前
購
入
準

備
の
為
」
で
き
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

会 場 日

費 所 時

`ヽ

し



(3)第 122号 与 論 会 だ よ り   2018年 (平成30年 )9月 10日

与
論
会
の
動
き

自
　
平
成
３０
年
４
月

至
　
平
成
３０
年
８
月

奥
都
城
春
季
大
祭
　
約
７
０
０
名
参
加

奥
都
城
清
掃
　
１２

・
２０
地
区
担
当

奥
都
城
清
掃
　
７

・
８

・
９
地
区
担
当

第
４２
回
大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会
　
定
期
総
会

宅
訪
中
学
校
与
論
会
の
歩
み
に
つ
い
て
講
演
１
７
２
名
参
加

奥
都
城
清
掃
　
３

・
５
地
区
担
当

大
牟
田
夏
祭
り
　
総
踊
り
３２
名
参
加

駿
馬
小
学
校
教
職
員
　
奥
都
城
で
説
明
２３
名
参
加

奥
都
城
清
掃
　
６

・
１５

。
１６
地
区
担
当

奥
都
城
お
盆
準
備
　
役
員
応
援
者

一
同

奥
都
城
お
盆
　
約
２
５
０
名
参
拝

大
牟
田
与
論
教
育
文
化
訪
問
団
出
発
２
泊
３
日
１２
名
参
加

主

　

　

住
　
所

輝
文
　
荒
尾
市
原
万
田
８
３
９

平
成
３０
年

４

月

１

日

５

月

１３

日

６

月

１０

日

２４

日

７

月

５

日

８

日

２８

日

８

月

６

日

１２

日

24 13
日 日

▼
次
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

月
　
日

３
月

２６
日

６
月

１
日

６
月

４
日

６
月
６
日

６
月

１５
日

一
■

　

　

―
―

「
　
川

川
　
口

川
　
口

尚

信

博

ナ

　

ヘ

都
喜
子

フ
ミ

エ

野

田 氏

節 名

子

81 `年
歳 齢

野 市
田

i区

６５
歳

９４

歳
８９
歳

８１

歳

火田

幸

子

82
歳

ヽ_

し

市
川
　
初
美
　
大
牟

田
市
天
領
町

３
１
３
１
３

川

口
　
幸
雄
　
荒
尾
市
宮
内

１
０
０

１
Ｈ

川
口
　
哲
治
　
大
牟

田
樋

口
町
８

１
５

尚
　
竜

一　

大
牟

田
市
船
津
町

１
１
９
１
１
１
２６

７
月
３
日
　
堀

７
月
２６
日
　
川

志
員
子

83
歳

=二
州

■

堀
　
　
泰
博
　
大
牟
田
市
東
新
町
１
１
８
１
１

川
畑
　
辰
榮
　
大
牟
田
市
上
屋
敷
町
１
１
１２
１
２

平
成
３０
年
４
月
１
日
　
春
季
大
祭

『
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2018年 (平成30年 )9月 10日   与 論 会 だ よ り 第122号 (4)

７００
人
が
集
い
先
祖
慰
霊

故
郷
与
論
島
に
思
い
は
せ

大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会

（町
謙
二
会
長
）
の
与
洲
奥
都
城
春
季
大
祭

が
１
日
、
大
牟
田
市
昭
和
町
の
奥
都
城

（納
骨
堂
）
前
広
場
で
開
催
さ
れ
、

帰
省
者
も
含
め
て
約
７
０
０
人
が
参
拝
。
長
崎
県
口
之
津

（現
南
島
原
市
）

を
経
て
明
治
時
代
末
期
に
三
池
に
移
住
し
、
石
炭
の
荷
役
作
業
を
通
じ
て
日

本
近
代
化
に
尽
力
し
た
先
祖
の
苦
労
に
感
謝
の
意
を
込
め
て
慰
霊
し
た
。

郷
土
遥
拝
に
続
き
、
三
線
の
音
に
合
わ
せ

「奥
都
城
の
唄
」
を
み
ん
な
で

歌
い
、
遠
い
故
郷
の
与
論
島

（鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町
）
に
思
い
を
は
せ

た
。駿

馬
天
満
宮
神
職
に
よ
り
神
事
が
行
わ
れ
、
祝
詞
奏
上
の
後
に
参
拝
者

一

人

一
人
が
玉
串
を
奉
て
ん
。
１
８
９
９

（明
治
３２
）
年
に
ま
ず
は
口
之
津

ヘ

向
か

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
移
住
の
歴
史
を
切
々
と
表
現
す
る

「奥
都
城

の
唄
」
を
町
会
長
が
説
明
し
た
。

さ
ら
に
町
会
長
は
５
月
に
与
論
中
学
校
生
徒
が
修
学
旅
行
で
奥
都
城
を
訪

問
。
８
月
に
は
ヨ
ロ
ン
パ
ナ
ウ
ル
少
年
の
船
授
業
で
の
小
中
学
生
を
受
け
入

れ
、
８
月
に
大
牟
田
与
論
教
育
文
化
訪
問
団
を
派
遣
す
る
予
定
で
、

１０
月
に

７５
歳
以
上
を
対
象
に
敬
老
会
を
開
催
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

述
べ
た
。

続
い
て
大
橋
克
己
県
議
会
議
員
ら
が
あ
い
さ
つ
。
映
像
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
熊
谷
博
子
さ
ん
が

「誠
の
心
」
で
撮
影
を
続
け
て
い
る
こ
と
も
紹
介
。
経

過
報
告
や
会
計
報
告
も
あ

っ
た
。

４
月
３
日
　
有
明
新
報

今
年
の
春
季
大
祭
に
は
多
く
の
方
々
の
参
拝
を
い
た
だ
き
、
大
盛
況
で
し

た
。
会
長
報
告
で
あ
り
ま
し
た
ヨ
ロ
ン
パ
ナ
ウ
ル
少
年
の
船
は
、
沖
縄
に
変

更
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
も
皆
様
方
よ
り
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

t

１
万

２
千
円

１
万
円

１
万
円

１
万
円

５
千
円

５
千
円

５
千
円

５
千
円

５
千
円

５
千
円

５
千
円

３
千
円

３
千
円

２
千
円

２
千
円

２
千
円

２
千
円

１
千
円

１
千
円

金
銭
の
部

目
原

・
河
村

三
砂

・
林

　

様

池
田
　
正
博

様

下
川
　
忠
範

様

白
　
雲
　
社

様

０
山
　
　
運

様

三
池
テ
ン
ト

様

福
　
　
弘
光

様

猿
渡
恵

一
郎

様

ひ
ま
わ
り
の
会

様

柳
田
　
秀
吉

様

堀
　
　
宣
也

様

竹
　
　
稔
範

様

嵐
山
　
清
次

様

黒
田
　
速
雄

様

林
　
　
清
正

様

松
延
　
克
己

様

松
尾
タ
ツ
エ

様

山
田
　
富
雄

様

永
吉
　
　
守

様

物
品
の
部

白

雲

社

様
　
清
酒
２
本

堀
　
マ
ツ

様
　
清
酒
１
本

堀
ト
シ
子

様
　
清
酒
１
本

出
村
信
雄

様
　
泡
盛
３
本

竹
内

一
徳

様
　
焼
酎
２
本

熊
谷
博
子

様
　
焼
酎
２
本

仲
野
装
業

様
　
焼
酎
２
本

松
井
信
宜

様
　
焼
酎
１
本

南
　
辰
也

様
　
ビ
ー
ル
ー
箱

堀
　
恵
子

様
　
ビ
ー
ル
ー
箱

竹
内
澄
子

様
　
ビ
ー
ル
券
１０
枚

【
ヽ

ミヽ

ッ
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ル
７

ト
ウ
ト
ガ
ナ
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平成30年 春季大祭
ヽ

=″
現

,ヽ
′ヽ,

ユ

よ =〕暉Jヒ.宅鴨力LJ摩

■■■

，
３
こ
■

７

蓬
仲
″
だ

“̀

`ロ

ロ
111)

■

祟

「

~~~

ψ」

′

,ヽ

⌒

"′
υ M ■

マ

 ヽ 4

´ ´´

亀
L

/

、
・
■日

摯 ¬ ヽ ヽ

ア
~「…

▲
`

」I A

' _ a t,/

^』ン・
ゝ」_

薩 ヨ

ヽ ＼

「

.

Fヽ ヽ

よ
E_

]

劇■
¶一

／

▲ リ
Ｆ
）
１

ヽ

ぃ
ｏ
「

・‥

ヽ
二

トヽ

・●

４
１
１
１
１
，

絆
Ｔ
ヽ マ

4

:

ユ
●

.

D♂

“

r‐

[.

:

L.

L

・‘鯵

ヽ

尋

'ヽ ミ
、2

,

q
′ ‐

 1

`

磯

′

′ ¬【
・

『

藤 ‖ 希峯
`´

‐,

増

国

,
1

¬

r 、

」

】

″

「

″
ド
レ
Ｌ

圏

¬

」I
ヽ

ヽ
嗜

¬



2018年 (平成30年)9月 10日   与 論 会 だ よ り 第122号 (6)

平成30年 春季大祭
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(7)第 122号 与 論 会 だ よ り  2018年 (平成30年 )9月 10日

平成30年 春季大祭

ヽ

み
に一量

籍

　

　

１̈

り
員
ざ
　
′
Ｊ
週
ＮＶ
ヒ 「「

‐翡

可
ｇ
涸
―
「

隣■
■
■

デ

と

「

~1

嘔
Ｆ
暉
　
‘

“

ｄ
ｒ
Ｌ

「

Ｌ

マ

「

R 口
■
■
Ｆ
臓

田
ν

L
“
１
′

／
ヽ

ヽ
■
』

く

L
ヽ

「

騰 ` ′・

Rを 4.レ

ヽ
・
‘
輔 r………………

夏 「

7「

遷

ご
【
,
い.

"「陶r
7‐

,

塞

嘔

」

撮
■
鵬

「

▲
■
■
■
１
１
ｌ
Ｊ

「

・

‐

一

劇
、〕遍一

、
　

、ヽｔ
い

Ｚ
♂

ツ

画
Z りp″

[
ヽ
こ

″
Ｌ ヽ ゝ

＼ ．輌
汁d Lハ

ルン‐・ ■

L    ｀

b  /
t‐

´ I

7ヽヨ

可
、′り

Ｆ
Ｆ
　

‘

奎

¬

・ヽ

．

ｔ
，

/`

|ヽ

¬ て

|

L_____」



2018年 (平成30年 )9月 10日   与 論 会 だ よ り 第122号 (8)

平成30年 春季大祭
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(9)第 122号 与 論 会 だ よ り  2018年 (平成30年)9月 10日

平成30年 春季大祭
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2018年 (平成30年 )9月 10日  与 論 会 だ よ り 第122号 (10

平成30年 春季大祭
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(11)第 122号 与 論 会 だ よ り   2018年 (平成30年 )9月 10日

平成30年 春季大祭
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第122号 (12)

炭
鉱
就
労
や
近
代
化
学
ぶ

先
祖
の
努
力
に
感
動

与
論
中
２
年

修
学
旅
行
で

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町
の
与
論
中
学
校

（大
重
満
明
校
長
）
２
年
生
ら

が
２３
日
、
修
学
旅
行
で
与
論
ゆ
か
り
の
大
牟
田
市
と
荒
尾
市
を
訪
れ
、
先
祖

や
親
戚
ら
が
眠
る
大
牟
田
市
昭
和
町
の
納
骨
堂

「与
洲
奥
都
城
」
や
ユ
ン
ヌ

ン
チ
ュ

（与
論
出
身
者
）
が
暮
ら
し
た
新
港
町
社
宅
な
ど
を
見
学
。
三
池
炭

鉱
の
荷
役
作
業
な
ど
を
通
じ
て
地
域
の
発
展
、
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
し
た

人
た
ち
の
遺
徳
を
し
の
ん
だ
。

修
学
旅
行
団
は
２
年
生
男
女
４７
人
と
大
重
校
長
ら
引
率
の
職
員
５
人
、
添

乗
員
１
人
。

２１
日
に
空
路
で
与
論
を
出
発
。
鹿
児
島
空
港
か
ら
熊
本
市
に
行

き
、
修
復
中
の
熊
本
城
を
外
周
か
ら
眺
め
、
長
洲
港
か
ら
有
明
フ
ェ
リ
ー
で

島
原
半
島
に
渡
り
、
島
原
市
内
に
宿
泊
。

２２
日
は
長
崎
市
に
向
か
い
、
グ
ラ

バ
ー
園
や
平
和
公
園
、
原
爆
資
料
館
な
ど
を
見
て
、
有
田
ポ
ー
セ
リ
ン
グ
、

大
宰
府
天
満
宮
な
ど
を
経
て
佐
賀
市
内
に
泊
ま

っ
た
。

２３
日
は
与
洲
奥
都
城
に
参
拝
し
た
後
に
三
井
港
倶
楽
部
、
三
川
坑
、
三
池

港
間
門
を
見
学
。
新
港
町
社
宅
で
先
祖
に
思
い
を
寄
せ
て
か
ら
万
田
坑

へ
。

ユ
ン
ヌ
ン
チ
ュ
の
ガ
イ
ド
ら
か
ら
説
明
を
受
け
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
楽
し

ん
だ
。
同
日
夜
は
福
岡
市
の
ヤ
フ
オ
ク
ド
ー
ム
で
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー

ク
ス
と
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
試
合
を
観
戦
。

２４
日
に
鹿
児
島
か
ら
空
路

で
与
論
に
帰

っ
た
。

与
洲
奥
都
城
で
は
大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会
の
メ
ン
バ
ー
が

一
行
を
歓

迎
。
雨
天
だ

っ
た
の
で
町
謙
二
会
長
は
納
骨
堂
の
中
で

「先
人
た
ち
は
第
二

の
故
郷
を
構
築
す
る
た
め

（三
池
炭
鉱
で
）
頑
張

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

４
回
目
の
修
学
旅
行
を
出
迎
え
ま
す
が
、
雨
で
屋
内
の
あ
い
さ
つ
は
初
め
て
。

ご
先
祖
は
し
っ
か
り
喜
ん
で
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。」
と
呼
び
掛
け
た
。

大
重
校
長
は

「与
論
会
の
皆
さ
ん
、
本
日
は
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
お
礼
の
言
葉
。
生
徒
に
は

「
口
之
津
移
住
１
２
０
周
年
で
も
あ
り
、

本
日
は
し
つ
か
り
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

生
徒
代
表
の
田
畑
健
吾
君
は

「ど
ん
な
に
苦
し
く
、
つ
ら
い
中
で
も
与
論

人
と
し
て
の
誇
り
を
忘
れ

ず
頑
張
る
精
神

の
強
さ
に

感
動
し
ま
し
た
。
今
回
は

先
人
の
方
々
の
努
力
や
知

恵
を
学
び
、
与
論
に
帰

っ

て
か
ら
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思

い
ま
す
」
謝
辞
と

決
意
を
語

っ
た
。

５
月
２５
日
　
有
明
新
報
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(10第 122号 与 論 会 だ よ り   2018年 (平成30年 )9月 10日

与論中学校 修学旅行
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2018年 (平成30年 )9月 10日   与 論 会 だ よ り 第122号 (И )

総
踊
り

与
論

訪
間

大
牟
田

。
荒
尾
地
区
与
論
会

（町
謙
二
会
長
）
は
２４
日
、
大
牟
田
市
入
船

町
の
三
港
与
洲
会
館
で
第
４２
固
定
期
総
会
を
開
き
、
８
月
下
旬
に
２
泊
３
日

で
、
大
牟
田
与
論
教
育
文
化
交
流
訪
問
団
を
故
郷
与
論
島

（鹿
児
島
県
大
島

郡
与
論
町
）
に
派
遣
。
今
年
も
大
牟
田
大
蛇
山
ま
つ
り

「
一
万
人
の
総
踊
り
」

（７
月
２８
日
）
に
約
４０
人
が
参
加
す
る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。

物
故
者

へ
の
黙
と
う
に
続
い
て
町
会
長
が
あ
い
さ
つ
。
今
月
中
旬
に
与
論

を
襲

つ
た

「
５０
年
に

一
度
の
記
録
的
な
大
雨
」
に
よ
り
３
日
間
で
４
３
０

。

５
ミリ
（平
年
の
６
月
ｌ
ヶ
月
分
の
２
倍
）
の
降
水
量
が
あ
り
、
人
的
被
害
は

な
か
っ
た
も
の
の
住
宅
な
ど
少
な
く
と
も
２９
棟
が
床
上

。
床
下
浸
水
し
た
こ

と
か
ら
、
「
パ
ラ
ジ

（親
戚
）
が
心
配
な
ら
連
絡
を
」
と
促
し
た
。

７
月
５
日
に
宅
峰
中
学
校
生
徒
た
ち
が
与
洲
奥
都
城

（納
骨
堂
）
で
与
論

出
身
者
た
ち
の
歴
史
や
歩
み
に
つ
い
て
勉
強
す
る
こ
と
も
説
明
し

「今
年
も

総
踊
り
で

『誠
の
心
』
を
示
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
た
。

奥
都
城
お
盆
参
り
は
８
月
１３
日
、
奥
都
城
秋
季
大
祭
は
９
月
１６
日
。
Ｈ
月

１１
日
に
は
大
牟
田
市
内
で
敬
老
会
を
開
催
す
る
。

６
月
２８
日
　
有
明
新
報
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(10第 122号 与 論 会 だ よ り   2018年 (平成30年 )9月 10日
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2018年 (平成30年 )9月 10日   与 論 会 だ よ り 第122号 (18)

ユ
ン
ヌ
ン
チ
ュ
が
再
開
を
喜
び
含
う

奥
都
城
お
盆
参
り

大
牟
田

。
荒
尾
地
区
与
論
会

（町
謙
二
会
長
）
は
、
大
牟
田
市
昭
和
町
の

与
洲
奥
都
城

（納
骨
堂
）
の
お
盆
参
り
を
し
た
。

帰
省
客
を
含
め
約
２
５
０
人
の
ユ
ン
ヌ
ン
チ
ュ

（与
論
出
身
者
や
そ
の
子

孫
）
ら
が
先
祖
を
慰
霊
し
た
上
で
同
郷
の
仲
間
や
パ
ラ
ジ

（親
戚
）
と
の
再

会
を
喜
び
合

っ
た
。

町
会
長
は

「
Ｈ
月
Ｈ
日
に
は
大
牟
田
市
内
で
７５
歳
以
上
を
対
象
に
敬
老
会

を
開
催
し
ま
す
。
来
年
の
口
之
津
移
住
１
２
０
周
年
に
向
け
、
会
員
名
簿
を

し
っ
か
り
出
し
て
現
在
の
祭
主
を
把
握
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
呼
び
掛

け
た
ｃ

今
月
２４
日
か
ら
大
牟
田
与
論
教
育
文
化
交
流
訪
間
団
を
派
遣
。
町
会
長
が

団
長
と
し
て
１２
人
が
与
論
島
を
訪
ね
る
。
奥
都
城
秋
季
大
祭
は
９
月
１６
日
に

開
催
さ
れ
る
。

８
月
１８
日
　
有
明
新
報

今
年
は
梅
雨
明
け
て
か
ら
は
猛
暑
が
続
き
、
毎
日
熱
中
症
対
策
が
叫
ば
れ
、

真
夏
日
が
記
録
更
新
す
る
中
で

「奥
都
城
お
盆
参
り
」
は
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

昨
年
以
上
の
方
が
訪
れ
、
駐
車
場
は
混
雑
し
ま
し
た
が
、
子
供
に
は
お
菓
子

と
か
き
氷
、
大
人
は
生
ビ
ー
ル
で
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
も
皆
様
方
よ
り
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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2018年 (平成30年 )9月 10日  与 論 会 だ よ り 第122号 の

大
牟
日
の
名

全
国
に

竹
市
君
、
山
口
さ
ん
、
森
君

高
校
柔
道
優
勝
な
ど
市
長
へ
報
告

全
国
高
校
柔
道
選
手
権
大
会
と
全
日
本
カ
デ
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
で

優
勝
な
ど
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
大
牟
田
市
草
木
、
大
牟
田
高
校
柔
道
部

（杉
野
健
次
郎
監
督
）
の
選
手
ら
が
１９
日
、
同
市
役
所
を
訪
問
。
迎
え
た
中

尾
昌
弘
市
長
は

「素
晴
ら
し
い
成
績
。
市
民
を
代
表
し
て
お
祝
い
し
た
い
。

今
後
も
精
進
し
、
大
牟
田
と
同
校
の
名
を
全
国
に
広
め
て
ほ
し
い
」
と
励
ま

し
の
言
葉
を
送

っ
た
。

３
月
２０
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
第
４０
回
全
国
高
校
柔
道
選
手
権
大
会

で
は
、
当
時
１
年
生
だ

っ
た
竹
市
大
祐
君

（２
年
）
は
男
子
個
人
８１
キ

ロ級
に

県
代
表
と
し
て
出
場
。
こ
の
大
会
で
は
同
校
初
と
な
る
大
会
優
勝
を
飾

っ
た
。

竹
市
君
は

「
こ
の
結
果
に
満
足
せ
ず
、
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
も
優
勝
し
た

い
」
と
抱
負
を
語

っ
た
。
女
子
個
人
６３
キ

ロ級
で
３
位
入
賞
を
果
た
し
た
山
口

葵
良
梨
さ
ん

（２
年
）
は

「悔
し
い
思
い
も
あ
る
が
全
国
レ
ベ
ル
で
も
戦
え

る
と
い
う
自
信
が
つ
い
た
。
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
優
勝
を
」
と
意
気
込

み
を
見
せ
た
。

ま
た
、
今
月
１５
日
に
大
阪
府
で
行
わ
れ
た
２
０
１
８
年
度
全
日
本
カ
デ
柔

道
体
重
別
選
手
権
大
会
に
は
全
日
本
柔
道
連
盟
か
ら
選
抜
さ
れ
た
強
豪
た
ち

が
出
場
。
猛
者
が
顔
を
そ
ろ
え
る
中
、
森
健
心
君

（２
年
）
は
男
子
個
人
９０

キ
ロ級
で
優
勝
す
る
活
躍
。
森
君
は

「竹
市
君
が
直
前
に
優
勝
し
た
の
を
見
て

出
遅
れ
を
感
じ
て
い
た
。
今
回
の
優
勝
で
や
っ
と
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

並
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
と
語

っ
た
。

こ
の
日
は
大
牟
田
高
校
の
天
河
晃
洋
校
長
も
同
行
。
杉
野
監
督
は

「
３
人

と
も
２
年
に
な

っ
た
ば
か
り
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
来
年
の
大
会
で
も
活
躍
を

期
待
し
て
い
る
」
と
今
後
に
向
け
て
手
応
え
を
感
じ
て
い
た
。

４
月
２１
日
　
有
明
新
報
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